
(57)【要約】

【課題】　例えば、既設の煙感知器に対して、容易に湯

気による誤報を防止できるようにする。

【解決手段】　煙感知器の煙感知部３１の外周に取り付

けられる煙感知器のアダプタ１であって、煙感知器の煙

流入口３５に対向して設けられる流出口７と、その流出

口７と流路１０を介して設けられる流入口９とをアダプ

タに形成した。

　アダプタに下方に開口した水抜き穴１５を設け、その

水抜き穴と流路１０を接続した。流路１０は、流入口９

から内側に延びた水平流路１１と、その水平流路から水

抜き穴１５へ下方へ延びた下り流路１２と、その下り流

路の途中から流出口７へ上がる傾斜流路１３とから形成

され、高さの低い偏平な形状である。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 煙 感 知 器 の 煙 感 知 部 の 外 周 に 取 り 付 け ら れ る 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ で あ っ て 、
　 前 記 煙 感 知 器 の 煙 流 入 口 に 対 向 し て 設 け ら れ る 流 出 口 と 、 前 記 流 出 口 と 流 路 を 介 し て 設
け ら れ る 流 入 口 と を 前 記 ア ダ プ タ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア ダ プ タ に 下 方 に 開 口 し た 水 抜 き 穴 を 設 け 、 該 水 抜 き 穴 と 前 記 流 路 を 連 通 し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 流 路 を 、 高 さ の 低 い 偏 平 な 形 状 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 煙 感 知 器 の
ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 抜 き 穴 の 一 部 を 覆 う か 又 は 塞 ぐ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 煙 感 知 器 の ア ダ
プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 流 路 は 、 前 記 流 入 口 か ら 内 側 に 延 び た 水 平 流 路 と 、 該 水 平 流 路 か ら 下 方 へ 延 び た 下
り 流 路 と 、 該 下 り 流 路 の 途 中 か ら 前 記 流 出 口 へ 上 が る 傾 斜 流 路 と か ら 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 下 り 流 路 は 、 前 記 水 平 流 路 か ら 前 記 水 抜 き 穴 へ 向 か っ て 下 方 へ 延 び て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 煙 感 知 部 は 、 一 対 の 発 光 素 子 及 び 受 光 素 子 を 有 し 、 前 記 流 出 口 は 、 前 記 発 光 素 子 と
受 光 素 子 を む す ぶ 光 軸 よ り も 低 い 位 置 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 煙 感
知 器 の ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 煙 感 知 器 の カ バ ー に 複 数 本 の フ ィ ン を 設 け 、 該 フ ィ ン に 嵌 合 す る 取 付 手 段 を ア ダ プ
タ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ に 関 す る も の で 、 例 え ば 、 既 存 の 煙 感 知 器 に 取 り 付 け ら
れ 、 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 す る ア ダ プ タ に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 火 災 を 検 知 す る 火 災 感 知 器 の 一 つ と し て 火 災 時 の 煙 を 検 出 す る 煙 感 知 器 が あ る
。 煙 感 知 器 は 、 タ バ コ の 煙 や 湯 沸 か し 器 等 か ら 発 生 す る 湯 気 に よ っ て 誤 報 を 発 す る 場 合 が
あ っ た 。 こ の た め 、 防 虫 網 の 開 口 率 を 変 化 さ せ た り （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 、 感 知 器
本 体 の 形 状 を 工 夫 し て （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 、 誤 報 を 防 止 す る 対 策 を 施 し た も の が
提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ５ ６ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ９ － １ ５ ３ １ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 室 内 に お い て 、 風 呂 場 付 近 に 設 置 さ れ た 煙 感 知 器 は 、 寝 室 な ど に 設 置 さ れ た
煙 感 知 器 に 比 べ 、 湯 気 に さ ら さ れ る こ と が 多 く 、 湯 気 に よ り 誤 報 を 起 こ す 可 能 性 が 高 い 。
こ の よ う な 湯 気 に よ る 誤 報 対 策 を 施 し た 煙 感 知 器 が い く つ か 提 案 さ れ て い る が 、 既 に 設 置
さ れ た 煙 感 知 器 に 対 し て 、 交 換 す る こ と な く 容 易 に 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 す る こ と は で き
ず 、 例 え ば 、 風 呂 場 付 近 の 煙 感 知 器 だ け に 湯 気 の 誤 報 防 止 手 段 を 設 け る と い う こ と が で き
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な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 例 え ば 既 設 の 煙 感 知 器 に 対 し て も 、 容 易 に 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 で
き る よ う に し た 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ を 提 供 す る こ と 目 的 と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 煙 感 知 器 の 煙 感 知 部 の 外 周 に 取
り 付 け ら れ る 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ で あ っ て 、 煙 感 知 器 の 煙 流 入 口 に 対 向 し て 設 け ら れ る 流
出 口 と 、 そ の 流 出 口 と 流 路 を 介 し て 設 け ら れ る 流 入 口 と を ア ダ プ タ に 設 け た こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。 ま た 、 ア ダ プ タ に 下 方 に 開 口 し た 水 抜 き 穴 を 設 け 、 該 水 抜 き 穴 と 前 記 流
路 を 連 通 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 そ し て 流 路 を 、 流 入 口 か ら 内 側 に 延 び た 水 平
流 路 と 、 該 水 平 流 路 か ら 水 抜 き 穴 へ 下 方 へ 延 び た 下 り 流 路 と 、 該 下 り 流 路 の 途 中 か ら 前 記
流 出 口 へ 上 が る 傾 斜 流 路 と か ら 形 成 し て 、 高 さ の 低 い 偏 平 な 形 状 に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ア ダ プ タ の 内 部 に 流 路 を 形 成 し 、 そ の ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 の 煙 感 知 部 の 外 周
に 取 り 付 け た の で 、 火 災 に よ る 煙 は 流 路 内 を そ の ま ま 通 過 し て 煙 感 知 部 へ と 流 入 す る が 、
湯 気 は 流 路 の 途 中 で 水 滴 に な り 、 湯 気 が 煙 感 知 部 へ 流 入 す る こ と は な い 。 こ の た め 湯 気 に
よ る 誤 報 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 流 路 内 で 湯 気 が 水 に な る と 、 そ の 水 滴 は 水 抜 き 穴
か ら 排 出 さ れ る の で 、 流 路 に 水 滴 が 溜 ま る こ と は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
［ 実 施 の 形 態 １ ］
　 図 １ （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る ア ダ プ タ の 平 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は ア ダ プ タ の
側 面 図 、 図 ２ は ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は
図 １ の Ａ － Ａ 線 の 断 面 図 で 、 図 ３ （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ の 断 面 図 、 図 ４ は ア ダ プ タ
を 煙 感 知 器 取 付 側 か ら 見 た 平 面 図 、 図 ５ は ア ダ プ タ の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 ア ダ プ タ は 、
図 ２ に 示 す よ う に 天 井 に 取 り 付 け た 火 災 感 知 器 と し て の 煙 感 知 器 に 取 り 付 け る 関 係 上 、 以
下 の 説 明 で は 、 煙 感 知 器 側 を 上 側 、 ア ダ プ タ の 水 抜 き 穴 の あ る 側 を 下 側 と し て 上 下 方 向 を
説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 に お い て 、 １ は ア ダ プ タ で 、 煙 感 知 器 の 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 す る た め の 器 具 で あ る
。 ア ダ プ タ １ は 図 ２ に 示 す よ う に 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 煙 感 知 部 ３ １ の 外 周 に 取 り 付 け ら れ る
。 煙 感 知 部 ３ １ は 、 一 対 の 発 光 素 子 と 受 光 素 子 と を 有 す る 光 学 室 か ら 構 成 さ れ 、 光 学 室 （
煙 感 知 部 ３ １ ） の 外 周 に は 、 防 虫 網 ３ ３ を 介 し て 煙 流 入 口 ３ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ３ ７ は
火 災 時 に 点 灯 す る 確 認 灯 で あ る 。 な お 、 煙 感 知 器 ３ ０ は 、 公 知 の も の で 、 特 に 新 規 の 部 分
は な い の で 、 本 発 明 の ア ダ プ タ １ の 説 明 に 関 係 す る 部 分 だ け を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ア ダ プ タ １ は 樹 脂 な ど で 成 型 さ れ 、 中 央 に 嵌 合 穴 ３ を 有 し て お り 、 ほ ぼ ド ー ナ ツ 状 に 形
成 さ れ て い る 。 中 央 の 嵌 合 穴 ３ は 、 そ の 内 径 が 煙 感 知 部 ３ １ の 外 径 と ほ ぼ 同 じ 大 き さ に 形
成 さ れ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 嵌 合 穴 ３ を 煙 感 知 器 ３ ０ の カ バ ー ３ ２ の 下 か ら 挿 入 し て 、 ア
ダ プ タ １ が 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 ア ダ プ タ １ の 嵌 合 穴 ３
の 内 周 縁 部 ５ の 上 部 ５ ｃ は 、 僅 か に 突 出 し て い る 。 そ し て 、 煙 感 知 器 ３ ０ に ア ダ プ タ １ を
取 り 付 け る 際 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 煙 流 入 口 ３ ５ の 周 り に 設 け ら れ た 、 カ バ ー ３ ２ の 開 口 内 に
、 内 周 縁 部 ５ 及 び そ の 上 部 ５ ｃ が 食 い 込 ん で 、 ア ダ プ タ １ は 外 れ に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ダ プ タ １ に は 、 流 出 口 ７ 、 流 入 口 ９ 、 流 路 １ ０ 及 び 水 抜 き 穴 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
流 出 口 ７ は 、 内 周 縁 部 ５ の 煙 感 知 器 ３ ０ の 煙 流 入 口 ３ ５ に 対 向 し た 位 置 に 設 け ら れ て お り
、 ま た 流 入 口 ９ は 、 流 出 口 ７ と 流 路 １ ０ を 介 し て 連 通 し 、 ア ダ プ タ １ の 外 周 面 ６ に 開 口 し
て い る 。 そ し て 流 出 口 ７ は 、 流 入 口 ９ よ り も 低 い 位 置 、 つ ま り 高 さ 方 向 に お い て 下 側 方 向
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に 設 け ら れ て い る 。 水 抜 き 穴 １ ５ は 、 ア ダ プ タ １ の 底 面 に 下 方 に 開 口 す る よ う に 設 け ら れ
、 流 路 １ ０ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ （ ｂ ） を 用 い て 、 流 入 口 ９ な ど の 形 状 に つ い て 更 に 説 明 す る 。 流 入 口 ９ は ア ダ プ タ
１ の 外 周 面 ６ に お い て 放 射 状 に 設 け ら れ 、 図 で は ７ つ の 横 長 の （ ス リ ッ ト 状 の ） 流 入 口 ９
が 形 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ｂ ） 参 照 ） 。 流 入 口 ９ は そ の 先 端 は テ ー パ 状 に 形 成 さ れ て お り
、 開 口 を 大 き く し て 煙 が 流 入 し や す く な っ て い る 。 流 入 口 ９ に 連 通 す る 流 路 １ ０ は ほ ぼ 扇
形 状 に 形 成 さ れ 、 内 側 に い く ほ ど 幅 が 狭 く な り 、 嵌 合 穴 ３ の あ る 内 周 面 に 開 口 し た 流 出 口
７ と 連 通 し て い る 。 こ の た め 流 出 口 ７ も 横 長 の ス リ ッ ト 形 状 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 再 び 図 ２ に 戻 っ て 、 流 路 １ ０ に つ い て 説 明 す る 。 流 路 １ ０ は 、 水 平 流 路 １ １ ， 下 り 流 路
１ ２ 及 び 傾 斜 流 路 １ ３ と か ら 形 成 さ れ て い る 。 水 平 流 路 １ １ は 、 流 入 口 ９ か ら 水 平 に 内 側
に 向 か っ て 延 び た 流 路 で あ る 。 下 り 流 路 １ ２ は 、 そ の 水 平 流 路 １ １ か ら 水 抜 き 穴 １ ５ に 向
か っ て 下 方 へ 延 び た 流 路 で あ り 、 こ の 下 り 流 路 １ ２ と 水 平 流 路 １ １ で ほ ぼ 断 面 Ｌ 字 状 に 形
成 さ れ る 。 傾 斜 流 路 １ ３ は 、 下 り 流 路 １ ２ の 途 中 か ら 流 出 口 ７ へ 向 か っ て 上 方 に 傾 斜 す る
流 路 で あ る 。 な お 、 水 平 流 路 １ １ は 下 方 又 は 上 方 に 傾 斜 し た 流 路 で あ っ て も よ く 、 ま た Ｌ
字 状 の 流 路 を 複 数 組 み 合 わ せ て 、 流 路 を 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ に お い て 、 ２ ０ は 投 光 窓 で 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 確 認 灯 ３ ７ と 対 向 し た 位 置 に 形 成 さ れ
て い る 。 ア ダ プ タ １ の 底 面 側 に お い て 、 こ の 投 光 窓 ２ ０ が 形 成 さ れ る 部 分 は 切 り 欠 か れ て
お り 、 火 災 時 に 確 認 灯 ３ ７ が 点 灯 し た こ と を 外 部 か ら 視 認 で き る 形 状 に な っ て い る （ 図 １
（ ａ ） 、 図 ２ 及 び 図 ５ 参 照 ） 。 な お 、 図 ４ に お い て 、 ２ １ は 放 射 状 に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 で
ア ダ プ タ １ の 上 面 側 に 設 け ら れ る 。 こ の 嵌 合 溝 ２ １ は 、 煙 感 知 器 ３ ０ の カ バ ー ３ ２ に 設 け
た 図 示 し な い フ ィ ン （ カ バ ー ３ ２ か ら 立 ち 上 が っ た 複 数 本 の 壁 ） に 嵌 合 す る 細 長 い 溝 で あ
る 。 こ の フ ィ ン は 煙 感 知 器 ３ ０ に よ っ て 必 要 に 応 じ て 設 け ら れ る の で 、 嵌 合 溝 ２ １ は 省 略
し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の ア ダ プ タ １ の 作 用 に つ き 、 ま ず 煙 感 知 器 ３ ０ の 近 辺 で 火 災 が 発 生 し
、 煙 が 生 じ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 火 災 時 の 煙 は 図 示 し な い 天 井 面 に 到 達 す る と 、 天 井
下 面 に 沿 っ て 水 平 方 向 に 流 れ 、 そ の 一 部 は 流 入 口 ９ か ら 流 入 し 、 流 路 １ ０ の 水 平 流 路 １ １
を 通 っ て 下 り 流 路 １ ２ へ と 流 れ る 。 煙 は 上 昇 す る よ う に 流 れ る か ら 、 下 り 流 路 １ ２ を 通 る
際 、 水 抜 き 穴 １ ５ か ら ほ と ん ど 流 出 せ ず に 、 傾 斜 流 路 １ ３ 側 へ 流 れ る 。 そ し て 傾 斜 流 路 １
３ か ら 流 出 口 ７ 及 び 煙 流 入 口 ３ ５ を 通 っ て 煙 感 知 部 ３ １ に 到 達 し 、 所 定 濃 度 の 煙 が 検 知 さ
れ る と 、 確 認 灯 ３ ７ が 点 灯 す る 。 な お 、 傾 斜 流 路 １ ３ の 幅 （ 径 ） を 下 り 流 路 １ ２ の 幅 よ り
も 広 く す れ ば 、 又 は 水 抜 き 穴 １ ５ の 径 を 小 さ く す れ ば 、 そ れ だ け 煙 は 流 出 口 ７ 側 へ 流 れ や
す く な り 、 水 抜 き 穴 １ ５ か ら 流 出 す る 煙 量 を 減 ら す こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 続 い て 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 近 辺 に お い て 、 風 呂 場 や 湯 沸 か し 器 等 か ら 湯 気 が 発 生 す る 場 合
に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 湯 気 と 煙 と の 違 い は 、 湯 気 の 方 が 煙 よ り 粒 子 径 が 大 き く 、 ま た
粘 性 が 高 く 、 温 度 差 が あ る 点 で あ り 、 こ の 特 性 の 違 い を 利 用 し て 湯 気 の 煙 感 知 部 ３ １ へ の
浸 入 を 防 止 す る 。 湯 気 が 天 井 面 に 立 ち 上 が る と 、 煙 と 同 様 に ア ダ プ タ １ の 流 入 口 ９ か ら 流
入 す る 。 流 入 口 ９ に 入 っ た 湯 気 は 、 流 路 １ ０ を 通 る 際 、 流 路 １ ０ の 壁 面 に 付 着 し て 、 そ の
一 部 は 水 滴 へ と 変 化 す る 。 こ の よ う に 湯 気 は 、 低 い 温 度 の ア ダ プ タ １ を 通 る こ と で 、 飽 和
量 が 下 が る た め 水 滴 と し て 現 れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 流 路 １ ０ に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 仮 に 流 入 口 ９ か ら 流 出 口 ７ ま で を 水 平 流 路 １
１ だ け で 連 通 す る と 、 流 入 口 ９ か ら 流 入 し た 湯 気 は 、 流 路 １ ０ の 壁 面 に 付 着 し て 流 路 １ ０
内 で 水 滴 と な る が 、 そ れ で も 湯 気 の 一 部 は 、 流 出 口 ７ か ら 直 接 煙 流 入 口 ３ ５ へ と 流 入 し て
し ま う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 そ こ で 流 入 口 ９ と 流 出 口 ７ と の 間 に 段 差 を 設 け て 、 つ ま り 、 本 実 施 形 態 の よ う に 水 平 流
路 １ １ を 下 り 流 路 １ ２ と い う 壁 に ぶ つ け て 、 更 に 傾 斜 流 路 １ ３ を 介 し て 流 出 口 ７ へ と 導 く
こ と に よ り 、 流 入 口 ９ か ら 流 出 口 ７ ま で の 距 離 を 長 く で き る 。 こ れ に よ り 上 述 し た 湯 気 の
壁 面 へ の 付 着 に よ る 水 滴 化 を 促 進 す る こ と が で き る 。 特 に 、 水 平 流 路 １ １ は 、 高 さ の 低 い
偏 平 な 形 状 を 有 し て い る た め 、 湯 気 が 水 平 流 路 １ １ の 壁 面 へ 付 着 し や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 流 路 １ ０ 内 で 湯 気 が 水 滴 に な る と 、 そ の 水 滴 は 下 り 流 路 １ ２ を 通 っ て 水 抜 き 穴 １
５ か ら 排 出 さ れ る の で 、 流 路 １ ０ 内 に 水 が 溜 ま る こ と は な い 。 そ し て 下 り 流 路 １ ２ か ら 流
出 口 ７ へ は 上 り 傾 斜 の 傾 斜 流 路 １ ３ と な っ て い る の で 、 水 滴 と な っ た 水 が 煙 流 入 口 ３ ５ へ
と 浸 入 す る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 流 路 １ ０ を 有 す る ア ダ プ タ １ を 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 煙 感 知 部 ３ １ の 外 周 に 取 り
付 け る こ と で 、 火 災 に よ る 煙 は 流 路 １ ０ 内 を そ の ま ま 通 過 し て 、 煙 感 知 部 ３ １ へ と 流 入 し
や す い が 、 湯 気 は 流 路 １ ０ の 途 中 で 水 滴 に な り 、 煙 感 知 部 ３ １ に 流 入 す る こ と は な い 。 こ
の た め 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 考 え ら れ る 他 の 例 に つ い て 説 明 す る 。 例 え ば 、 水 抜 き 穴 １ ５ の 一 部 を 覆 う か 又 は
塞 ぐ よ う に し て も よ い 。 水 抜 き 穴 １ ５ は ア ダ プ タ １ の 底 面 １ ６ に 形 成 さ れ る こ と か ら 、 こ
こ か ら 煙 や 湯 気 が 流 入 し て 、 傾 斜 流 路 １ ３ を 介 し て 煙 流 入 口 ３ ５ へ 流 れ る 場 合 が あ る 。 こ
の た め 、 こ の よ う な 流 れ を 少 な く す る た め に 、 水 抜 き 穴 １ ５ の 一 部 を テ ー プ な ど で 覆 う か
、 塞 ぐ よ う に し て 、 水 抜 き 穴 １ ５ の 開 口 面 積 を 減 ら す こ と が 望 ま し い 。 勿 論 、 ア ダ プ タ １
の 成 形 時 に 、 水 抜 き 穴 １ ５ の 開 口 を 小 さ く す る よ う に 成 形 し て も よ い 。 こ う し て 、 水 抜 き
穴 １ ５ を 通 っ て 煙 感 知 部 ３ １ へ 流 れ 込 む 湯 気 を 減 ら す こ と が で き る 。 な お 、 水 抜 き 穴 １ ５
の 全 て の 開 口 面 積 は 、 流 出 口 ７ の 全 開 口 面 積 よ り も 小 さ く す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 ア ダ プ タ の 内 部 に 形 成 し 、 そ の ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 の 煙 感 知 部 の 外 周
に 取 り 付 け た の で 、 火 災 に よ る 煙 は 流 路 内 を そ の ま ま 通 過 し て 煙 感 知 部 へ と 流 入 す る が 、
湯 気 は 流 路 の 途 中 に 水 滴 の に な り 、 湯 気 が 煙 感 知 部 へ 流 入 す る こ と は な い 。 こ の た め 湯 気
に よ る 誤 報 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 流 路 内 で 湯 気 が 水 滴 に な る と 、 そ の 水 滴 は 水
抜 き 穴 か ら 排 出 さ れ る の で 、 流 路 に 溜 ま る こ と は な い 。 さ ら に 、 水 抜 き 穴 の 一 部 を 覆 う か
又 は 塞 ぐ こ と で 、 水 抜 き 穴 の 開 口 面 積 を 減 ら す こ と で 、 水 抜 き 穴 を 通 っ て 煙 感 知 部 へ 流 れ
込 む 湯 気 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 実 施 の 形 態 ２ ］
　 次 に 実 施 形 態 ２ に つ い て 、 図 ６ 乃 至 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 の 形
態 ２ に 係 る 煙 感 知 器 の ア ダ プ タ の 斜 視 図 、 図 ７ （ ａ ） は 煙 感 知 器 に ア ダ プ タ を 取 り 付 け た
状 態 を 示 す 平 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は そ の 上 面 図 、 図 ７ （ ｃ ） は 下 面 図 、 図 ７ （ ｄ ） は 左 側 面
図 、 図 ７ （ ｅ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 ８ は 煙 感 知 器 に ア ダ プ タ を 取 付 け た 状 態 を 示 す 縦 断
面 図 で あ る 。 図 ９ は 図 ８ に お け る ア ダ プ タ 部 分 の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 煙 感 知
部 の 横 断 面 図 で あ る 。 な お 、 実 施 の 形 態 １ と 同 じ 部 分 又 は ほ ぼ 同 じ 機 能 の 部 分 に は こ れ と
同 じ 符 号 を 付 し 、 一 部 の 説 明 を 省 略 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 ２ は 、 流 出 口 と 流 入 口 を 近 接 さ
せ 、 両 者 の 間 に 形 成 さ れ る 流 路 の 長 さ を ほ と ん ど な く し た 点 が 実 施 の 形 態 １ と の 違 い の 一
つ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 に お い て 、 １ は 樹 脂 な ど で 成 型 さ れ た ア ダ プ タ で 、 円 筒 部 ２ と そ の 下 端 部 外 周 に 設 け
た 鍔 部 ４ に よ り ほ ぼ ド ー ナ ツ 状 に 形 成 さ れ て お り 、 円 筒 部 ２ の 内 径 （ 嵌 合 穴 ３ の 内 径 ） は
、 煙 感 知 部 ３ １ の 外 径 と ほ ぼ 等 し い 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。
　 円 筒 部 ２ に は 、 煙 感 知 器 ３ ０ の カ バ ー ３ ２ に 設 け た フ ィ ン Ｆ に 対 応 し て 嵌 合 溝 ２ １ が 設
け ら れ 、 複 数 （ 図 に は ６ 個 の 場 合 を 示 し て あ る ） に 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、 分 割 さ れ た
各 円 筒 部 ８ ａ ～ ８ ｆ （ 以 下 、 分 割 縦 壁 と い う ） に は 、 そ れ ぞ れ 流 入 口 ９ 及 び 流 出 口 ７ が 開
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口 し て い る 。 ア ダ プ タ １ の 円 筒 部 ２ に 設 け た 嵌 合 溝 ２ １ は 、 円 筒 部 ２ の 上 端 か ら 下 端 （ 鍔
部 ４ ） に わ た っ て 設 け ら れ 、 フ ィ ン Ｆ に 嵌 合 し う る 幅 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 嵌 合 溝 ２ １
に よ り 取 付 手 段 が 構 成 さ れ る 。 こ の よ う な 取 付 手 段 を 設 け る こ と で 、 既 設 の 煙 感 知 器 に 対
し て 、 ア ダ プ タ １ を 容 易 に 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 鍔 部 ４ に は 各 分 割 縦 壁 ８
ａ ～ ８ ｆ の 基 部 、 し た が っ て 、 各 流 入 口 ９ に 沿 っ て ス リ ッ ト 状 の 水 抜 き 穴 １ ５ が 設 け ら れ
て お り 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 流 入 口 ９ と 水 抜 き 穴 １ ５ と の 間 に は こ れ ら に 連 通 す る 流 出 口
７ が 設 け ら れ て 、 こ れ ら に よ り 短 い 流 路 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 流 路 １ ０ に つ い て さ ら に 説 明 す る 。 流 路 １ ０ は 実 施 の 形 態 １ で 説 明 し た よ う に 、 湯
気 の 流 入 の 防 止 を 考 慮 す る と 、 高 さ の 低 い 偏 平 な 形 状 が 望 ま れ る 。 こ の た め 図 ７ （ ｅ ） に
示 す 例 え ば 分 割 縦 壁 ８ ｃ の 流 入 口 ９ は 、 上 下 の 幅 が 狭 く （ 細 く ） 形 成 さ れ て 開 口 面 積 が 小
さ く な っ て い る 。 湯 気 の 流 入 の 防 止 だ け を 考 慮 す れ ば 、 他 の 分 割 縦 壁 （ 例 え ば 、 ８ ａ ， ８
ｂ ， ８ ｄ ～ ８ ｆ ） の 流 入 口 ９ も 、 分 割 縦 壁 ８ ｃ の 流 入 口 ９ と 同 じ 幅 に し て も よ い が 、 こ こ
で は 、 煙 感 知 部 ３ １ 内 に ３ ６ ０ 度 ど の 方 向 か ら も ほ ぼ 均 等 に 煙 が 流 入 す る よ う に 、 流 入 口
９ の 形 状 及 び 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 を か え て あ る 。 即 ち 、 分 割 縦 壁 ８ ａ と 分 割 縦 壁 ８ ｆ の 間 の 嵌
合 溝 ２ １ は 非 常 に 大 き く 形 成 し 、 そ れ に 続 い て 分 割 縦 壁 ８ ｃ と 分 割 縦 壁 ８ ｄ の 間 に あ る 嵌
合 溝 ２ １ も 比 較 的 大 き く 形 成 し て あ る 。 ま た そ れ 以 外 の 嵌 合 溝 ２ １ に つ い て は フ ィ ン Ｆ と
ほ ぼ 同 じ 幅 に 形 成 し て あ る （ 図 ７ 参 照 ） 。 こ れ は 以 下 の た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 煙 感 知 部 ３ １ に お い て 、 発 光 素 子 、 受 光 素 子 を 収 納 し た
収 納 部 ４ ５ ， ４ ６ の 背 面 （ 外 周 側 ） に は 縦 壁 が 設 け ら れ て 、 他 の 箇 所 よ り も 煙 が 流 入 し に
く い 。 こ の た め 、 こ の 収 納 部 ４ ５ ， ４ ６ の 位 置 に 対 応 す る 嵌 合 溝 ２ １ の 幅 を 他 よ り も 広 く
形 成 す る こ と で 、 煙 を 流 入 し 易 く し て あ る （ 図 ６ 、 図 ７ （ ｂ ） ， （ ｃ ） ） 。 な お 、 各 流 出
口 ７ は 、 発 光 素 子 と 受 光 素 子 を 結 ぶ 光 軸 ３ ６ （ 図 ９ 参 照 ） よ り 低 い 位 置 に 設 け ら れ て い る
。 こ こ で 、 分 割 縦 壁 ８ ａ ～ ８ ｆ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 分 割 縦 壁 ８ ｂ ， ８ ｅ は 左 右 両 端
部 に 柱 が あ り 、 両 端 部 は 閉 じ ら れ て い る が 、 分 割 縦 壁 ８ ａ ， ８ ｃ ， ８ ｄ ， ８ ｆ は 左 右 い ず
れ か に の み 柱 が あ り 、 片 側 が 開 い て い る 形 状 に な っ て い る 。 な お 、 分 割 縦 壁 ８ ａ ， ８ ｃ ，
８ ｄ ， ８ ｆ に は 、 流 出 口 ７ の ほ ぼ 中 間 部 に 補 強 用 の 柱 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る ア ダ プ タ １ の 作 用 に つ き 、 ま ず 、 図 ９ に よ り 、 煙 感 知 器 ３ ０
の 近 辺 で 火 災 が 発 生 し 、 煙 が 生 じ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 火 災 時 の 煙 （ 実 線 で 示 す ） は
、 前 述 の よ う に 天 井 下 面 に 沿 っ て 水 平 方 向 に 流 れ 、 そ の 一 部 は 流 入 口 ９ か ら 流 入 し 流 路 １
０ に 流 れ る 。 煙 は 上 昇 す る よ う に 流 れ る か ら 流 路 １ ０ を 通 る 際 、 水 抜 き 穴 １ ５ か ら ほ と ん
ど 流 出 す る こ と な く 、 大 部 分 が 流 出 口 ７ 及 び 煙 流 入 口 ３ ５ を 通 っ て 煙 感 知 部 ３ １ に 到 達 す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ９ に よ り 、 煙 感 知 器 ３ ０ の 近 傍 に お い て 、 風 呂 場 や 湯 沸 か し 器 等 か ら 湯 気 が 発
生 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 前 述 の よ う に 湯 気 （ 破 線 で 示 す ） が 天 井 面 に 立 ち 上 る と 、
煙 と 同 様 に ア ダ プ タ １ の 流 入 口 ９ か ら 流 入 す る 。 こ の 時 、 ア ダ プ タ １ の 鍔 部 ４ が 外 側 に 突
き 出 て お り 、 ま た 流 入 口 ９ の 高 さ ｈ が 低 い こ と か ら 、 流 入 口 ９ か ら ほ ぼ 水 平 に 流 入 す る 湯
気 は 、 流 路 １ ０ を 通 る 際 、 流 路 １ ０ の 上 方 の 壁 面 に 付 着 し て 水 滴 と な り 、 ま た 流 入 口 ９ か
ら 斜 め 下 方 に 流 れ 込 む 湯 気 の 一 部 は 、 流 路 １ ０ を 通 る 際 、 流 路 の 下 方 の 壁 面 に 付 着 し て 水
滴 と な る 。 こ れ ら 壁 面 に 付 着 し た 水 滴 は 、 水 抜 き 穴 １ ５ か ら 排 出 さ れ る 。 一 方 、 斜 め 下 方
に 流 れ 込 ん だ 湯 気 の 一 部 は 、 流 出 口 ７ か ら 煙 感 知 部 ３ １ に 流 入 す る が 、 湯 気 は 煙 粒 子 よ り
粒 子 径 が 大 き く 、 質 量 が 大 き い た め 、 煙 感 知 部 ３ １ の 内 に お い て 上 昇 す る こ と な く 、 煙 感
知 部 ３ １ の 底 部 に 付 着 す る か 又 は 蒸 発 す る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 ア ダ プ タ １ に お い て
湯 気 が 斜 め 上 方 に 向 っ て 流 入 し な い よ う に 、 流 入 口 ９ と 流 出 口 ７ の 位 置 が き め ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ア ダ プ タ １ の 流 路 １ ０ を 短 く 形 成 し た が 、 流 出 口 ７ を 発 光 素
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子 の 光 軸 （ 図 ９ の ３ ６ ） よ り 低 い 位 置 に 設 け て あ り 、 ま た 、 湯 気 は ほ と ん ど 上 昇 す る こ と
が な い の で 、 煙 感 知 部 ３ １ 内 に 湯 気 が 浸 入 し て も 発 光 素 子 と 受 光 素 子 を 結 ぶ 光 軸 ３ ６ に 達
す る 量 が 減 り 、 湯 気 に よ る 誤 報 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て も 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と ほ ぼ 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る が 、
さ ら に 、 ア ダ プ タ １ に 鍔 部 ４ を 設 け た の で 、 流 入 口 ９ へ の 煙 の 流 入 を 促 進 す る と 共 に 、 湯
気 が 鍔 部 ４ に 当 っ て 水 滴 に な る た め 、 流 入 口 ９ か ら の 湯 気 の 流 入 を 低 減 す る こ と が で き る
。 ま た 、 流 入 口 ９ と 流 出 口 ７ を 連 通 す る 流 路 １ ０ を 可 及 的 に 短 く し た の で 、 ア ダ プ タ １ を
小 形 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の 説 明 で は 、 本 発 明 に 係 る ア ダ プ タ １ を 既 設 の 煙 感 知 器 ３ ０ に 装 着 す る 場 合 に つ い
て 述 べ た が 、 新 設 の 煙 感 知 器 ３ ０ に も 本 発 明 に 係 る ア ダ プ タ １ を 装 着 し う る こ と は 言 う ま
で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る ア ダ プ タ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は ア ダ プ タ の 側
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 に 取 り 付 け た 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ３ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 取 付 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ア ダ プ タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る ア ダ プ タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 （ ａ ） は 図 ６ の ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 平 面 図 、 （ ｂ ） は そ
の 上 面 図 、 （ ｃ ） は 下 面 図 、 （ ｄ ） は 左 側 面 図 、 （ ｅ ） は 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の ア ダ プ タ を 煙 感 知 器 に 取 付 け た 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ２ の ア ダ プ タ の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 煙 感 知 部 の 横 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 ア ダ プ タ 、 ２ 　 円 筒 部 、 ３ 　 嵌 合 穴 、 ４ 　 鍔 部 、 ５ 　 内 周 縁 部 、 ５ ｃ 　 上 部 、 ６ 　
外 周 面 、 ７ 　 流 出 口 、 ９ 　 流 入 口 、 １ ０ 　 流 路 、 １ １ 　 水 平 流 路 、 １ ２ 　 下 り 流 路 、 １ ３
　 傾 斜 流 路 、 １ ５ 　 水 抜 き 穴 、 １ ６ 　 底 面 、 ２ ０ 　 投 光 窓 、 ２ １ 　 嵌 合 溝 、 ３ ０ 　 煙 感 知
器 、 ３ １ 　 煙 感 知 部 、 ３ ２ 　 カ バ ー 、 ３ ３ 　 防 虫 網 、 ３ ５ 　 煙 流 入 口 、 ３ ６ 　 光 軸 、 ３ ７
　 確 認 灯 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(9) JP 2005-293548 A 2005.10.20



フロントページの続き

(72)発明者  松田　大造
            東京都千代田区九段南４丁目７番３号　能美防災株式会社内
Ｆターム(参考) 5C085 AA03  FA08  FA11  FA12  FA14  FA16 

(10) JP 2005-293548 A 2005.10.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

